
特別講演会「薬学部を卒業して」 アンケート結果

アンケート回収 49名
① 講義内容は、わかりやすかったですか？

 ② 興味深かった内容（抜粋）
①の評価 （コメント）

難しい
講師の⽅々は初めから⼤学に勤めていたわけではなく、様々な職業を経て今の仕事をされているのだという事をとても興味
深く思いました。薬学部を出れば幅広い職業につけるのだと知り、私はどのような仕事がしたいかと考えるきっかけになり
ました。今まで薬剤師になりたいと思っていましたが、創薬の道も楽しそうだと思いました。
まだ将来についてはあまり考えていなかったが、研究室配属や就職など、これからの選択がとても⼤切だと思った。⼈⽣は
これからだと思った。まだ⼤きな壁にぶつかったことがないので、これからある⾊々な困難に負けないように強くなる必要
があると思った。
同じ薬学の友達は⼀⽣の宝であるので、しっかりと友好関係を築いておくことは⼤切だという話はとても納得できたし、関
係を築いていきたいと思いました。
先⽣⽅の誰もがいろんな道を通り、今の位置を確⽴されていて、⾊々迷いながらでも進めばいいのだなと感じた。しかし迷
うような状況になっても、⾃分の意思をしっかり持つことが⼤切なことなのだと感じたので、⾃分から⾊々調べたりしなが
ら考えていきたい。
研究を楽しむことの重要性。研究では独創的なアイデアや実験中の偶然などによって成功したというエピソードをよく聞い
たことがあるが、そういったものも、研究者間のコミュニケーションが⾏われていたり、雰囲気のいい研究室でよく起こる
ことなのかなと思った。
最初の講演をしてくださった⽅の話がとても興味深かったです。話の構築が良く練られていて聞きやすかったというのもあ
りますが、なにより⾔葉の⼀つ⼀つが胸に刺さってくる感じがして、聞いていてとても勉強になりました。中でも「⼈のせ
いにすると⼈のせいにしてしまうため、後ろ向きの性格になる」という話に感⼼しました。確かに⼈のせいにすると悪いこ
とや不満ばかり考えてしまうため、⼈のせいにするのはよしておこうなど、様々なことを学びました。
興味深かった内容としては、⽟村先⽣の話で、カブトガニが何億年も姿を変えずに⽣きていることからヒントを得て新しい
抗菌・抗ウイルスペプチドを発⾒したり、エイズウイルスからエイズに対するタンパク質抑制物質を⾒つけたときいて発想
の転換の勝利だなとすごく驚きました。
私は明確な将来のビジョンを特に持っていない。適当に勉強して、適当に友達と遊んで、適当に美味しいものを⾷べて、適
当に毎⽇楽しいなと思って⽣きている。それでいいと思っていた。が、それではいけないと今回の講演を聴いて思った。講
師の先⽣⽅は、本当に⾃分の好きなことを⾒つけて、それを仕事にしている。私もそうなりたいな、と思わされた。上⼿く
⾔葉にできないが、とにかく、このままではいけないと強く感じた。もっと毎⽇を丁寧に、⼀⽣懸命に⽣きようと思う。
野⽔先⽣のお話で出てきた「有能な働き者」から「無能な怠け者」までの分類のお話は、無能な働き者の⾃覚がある⾃分に
とって、⽿痛く肝冷える内容でした。
教授全員が⼈⽣をテーマにしていて、笑うことが⼤切だと共通しておっしゃっていた。コミュニケーションなど薬学⼈、創
薬⼈に必要であると改めて思った。
林先⽣の「苦労はお⾦を払ってでもするべし。」という⾔葉。リストラにあったりしても後ろ向きに海底から富⼠⼭に登る
ような気持ちで⼩さな努⼒を重ねることが⼤切なのだと⼼に響いた。また、発想の転換によって物事が全く違うように⾒え
て、全然関係のなさそうなものから新しい発⾒が⽣まれるのはとても⾯⽩いと感じた。
野⽔先⽣のお話しがとても⾯⽩く、アメリカ・カナダ・⽇本という三カ国の国家公務員を務められたという経験にはとても
驚きました。また私たち⼀回⽣でも理解できるような話題を選んでくださったお⼼遣いにはありがたく思いました。

ふつう

わかりやすい

とても
わかりやすい

12 23 13 1 00

とてもわかりやすい わかりやすい ふつう 難しい とても難しい 無回答



 ③ 今⽇の講義は、あなたの将来の進路を考えるうえで有⽤でしたか。

③の評価 （コメント）
研究の⽅に進んでも、免許があれば保険になるとおっしゃっていただが、昔とは違って四年制と六年制に分かれていて、研
究の⽅に進むには、四年制の⽅がいいと思うので 、免許は難しいと思う点。
私個⼈の意⾒としては、４年制への進学を希望していたのですが、どの先⽣も「いざとなれば薬剤師をやればいい」とおっ
しゃっていたことからやはり６年制への進学の⽅がいいのかと迷いました。リストラの話などもとても⽣々しく、今⼀度⾃
分の進路を⾒つめなおす機会となりました。
薬学部に⼊学して、将来は薬剤師となることを主に考えてきていました。⼤学院への進学の懸念材料となる進学費や結婚の
話なども聞くことができてよかったです。また、薬学部を卒業すると薬剤師免許もあり、就職の幅が広いということも知る
ことができました。講演の中で、薬学部の⽣徒はゆとりがある、と先⽣⽅がおっしゃっていましたが、実際に薬学部を卒業
した先⽣⽅がおっしゃるのだからそうなんだろうな、と思いました。今⽇聞いたような話は薬学部を卒業してさまざまな経
験を経た先⽣⽅が語ってくれたものなので、普段 学校でお会いする先輩⽅とは違った視点からのことも多かったと思うの
で、役に⽴ったと感じる。
今回の講義で⼀番影響を受けたのは、講師の⽅々は研究に携わることが本当に楽しいのだと感じた点である。私は将来、薬
剤師として臨床に携わることを⽬指しているが、どんな⽅⾯から薬に関わるにせよ、私⾃⾝が明るく楽しく働きたいと思う
ようになった。薬剤師になっても研究には携わっていきたいと考えているので、⼆年後の研究室配属への意識がより⾼まっ
た。林先⽣もおっしゃられていたように、毎⽇少しずつでもよいので、⾃分の将来を考える癖をつけていきたい。将来の進
路を考える上で、⾃分の意識を変える良い機会だった。
研究を楽しむことが⼤事だときいて、これから研究室を⾒学する際にそういうことも意識していこうと思いました。また、
将来うまくいかなくても、前を向いて必死に⽣きればなんとかなるんだと先⽣⽅の話をきいて思いました。
今⽇講演をなさったどの先⽣⽅も、様々な経験を経ていらっしゃって、海外で活動することは今まで視野に⼊れてなかった
ですが、考えるきっかけになったと思います。
⼀⽣⾃分の⼈⽣を踊り続けられるようになりたい。
私は創薬には興味はないが、どの講師の⽅もどのような道に進むとしても⼼掛けるべき⼤切なことを教えていただいた。ま
た、どこか⼀地域や⼀つの物事だけに閉じこもっていてはだめで、視野を広げてもっと多くのことにチャレンジしていくこ
とが将来の為になるのだと思った。
諦めるな、前へ進めという点。
私の将来の夢は薬剤師になることである。しかし、今回御三⽅の講義を受け、研究職も⾃分のしたいことにとことん没頭で
き、⾃らの⽣活を豊かにすることが出来るのだと感じた。また、先⽣⽅がおっしゃっていたように、薬学部卒業後の進路
は、多岐にわたることがわかったので、現在抱えている将来に対する漠然とした不安が軽くなった。
3⼈の先⽣⽅はいろいろな職業を経験されていたため、薬学部を卒業するということはその先にたくさんの進む選択肢がある
ということを改めて感じた。研究の道にも、製薬会社という道だけでなく、カルピスやビール会社という選択肢まであるの
かと驚いた。海外に留学され、様々な⼈と出会ったという話を聞いて、私もそのような広い世界を⾒てみたいと思った。
３⼈の先⽣それぞれに共通しているのは、海外や国内などで様々な経験をしていてそれが現在に⼤きく影響していると思っ
た。私も、研究者になりたいのでチャンスがあったときはいつでも⾶びつくつもりで多くのことにチャレンジしたいと感じ
た。

 ④ このような講義の機会は、今後もあったほうがよいですか？

ふつう

役⽴った

とても役⽴った

13 30 6 000

とても役立った 役立った ふつう 役立たない 全く役立たない 無回答

19 22 8 000

非常にそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全く思わない 無回答



 ⑤ ⾃由記述

薬学部を卒業された先⽣⽅の貴重な話が聞けて良い機会だったと思います。どの先⽣の話にも多くの苦労があって、やっぱり⼈⽣は簡単じゃな
いと感じました。それに、それぞれの先⽣の研究の話も聞けていろんな研究内容があって興味を惹かれましたし、⾃分の⾒解を広くすることが
できたと思います。

個⼈的には今回の話は将来のことを考えるうえで貴重な経験を聞くことができたいい機会だと思います。今後もこういった機会があるとうれし
いです。

今回は研究内容などの話ではなく、⼤学卒業後の話が主で聞いていて⾯⽩かった。また、⼀⼈１時間ほどの話だったので途中で疲れたり飽きた
りすることもなかった。

薬学部を卒業された⽅のその後についてお話を伺う機会はなかなかないので、とても貴重な機会だった。研究内容は理解できない部分が多かっ
たが、講師の⽅々の半⽣に基づく⾔葉はいずれも説得⼒があり、考え⽅や⼼構えを変えるきっかけとなった。今回の講演で得たものを⾃分の⼈
⽣に還元できるよう、今後の⼤学⽣活を送っていきたい。また、こうした機会があれば是⾮参加したい。

専⾨的な授業ではなく、薬学部出⾝の教授のお話を聞ける、このような機会はなかなか無いので、とても貴重な経験になった。先⽣⽅のお話が
とてもおもしろくてあっという間の講演会だった。今回聞いたお話を胸に、これからの学習に励みたいと思う。
三⼈の先⽣のプライベートな写真や若いころの写真が⾒れてよかった。

これから、研究の分野を⽬指したいと思っている学⽣にとってはとても有意義な講演会だった。まだ、研究室や研究分野と⾔われても不明瞭で
ある今の状態で、専⾨的なことを⾔われても全てを理解できるわけではないが、少し間延びしてきた今のタイミングでこの講演会を聞けたこと
はモチベーションアップにつながった。この話を聞いたうえで、冬期休暇に⼊れるので有意義に過ごすことができそうだと感じた。

今回、3⼈の先⽣⽅に来ていただいてお話を聞くことができたのはとても良い機会だったと思う。教授の⽅の講演会と聞くと難しいイメージが
あったが、予想に反して、学⽣時代や研究室、就職してからの活動や⾃分の研究などたくさんのことをおもしろく話していただいたので、たま
に笑いが出る部分もあり、楽しく聞くことができた。単におもしろいというだけではなく、これから⾃分の進路を考えたり学⽣⽣活を送るうえ
で参考になるお話だったのでこのような機会を今後もぜひ設けてほしいと思う。

⼀年⽣にもわかりやすい内容の講演だったのでよかった。
講演会の最後にお話しされたように、⼤学の同期や同じ研究室の仲間は⼀⽣ものなんだなと強く感じました。この出会いを⼤切にして残りの⼤
学⽣活を笑顔で過ごしたいです。

今回の講義も⾃分の将来を考える上で、とても参考になるような講義だったと思う。3⼈の先⽣⽅は、薬学の知識をそれほど持っていない私た
ち1年⽣に対して、分かりやすくお話してくださるだけでなく、⾯⽩おかしくお話してくださったので、本当に楽しかった。機会があれば先⽣
⽅のお話を聞きたい。そして、今回学んだことをこれからの将来に⽣かしていきたい。

発表の内容⾃体もそうですが、話がとても⾯⽩く聞き⼊りました。それにぼんやりとしていた将来の進路が⾒えてきてとてもいい経験が出来ま
した。今後もこのような機会があったら是⾮参加したいです。
薬剤師免許を持っていることはすごく強いことなんだなあと思いました。今⽇の話を聞いてやる気と元気が出ました。
薬学部に⼊学してよかったです。臨床現場以外にも活躍の場があって、研究をして科学の発展に寄与できるのはすばらしいことだと改めて思い
ました。また、何事もそうだと思いますが、⼈よりも3倍ぐらい努⼒しないと、ふつうでないすごいことは、たとえ偶然の運の良さがあったと
してもできないと思います。私も努⼒できて結果の出せる⼤⼈になることを⽬指して⼤学⽣活を送りたいです。

⽟村先⽣の発表は⼀⾒そっけない印象を与えながら、笑いを取っていたのが興味深い点でした。
各実験の話はまだ難しく、なかなかわからないことが多かったですが、他の、実験室のお話や、過ごしてきた⽇々についてのお話は、⼤変得る
ものが多く、⼤変良い時間だったと思う。

私は将来どういった研究室に⾏きたいか、薬剤師になるのか研究に進むのか正直今でも悩んでいます。今回の講演を聞いて薬剤師がすべてでは
ないということを改めて感じ、創薬や製薬の研究の重要性や楽しさについて少しわかった気がします。６年制に進みたいという⼈が多い中で、
周りに流されず本当に⾃分がしたいことは何なのか、⾃分にはどのようなことが向いているのか、これからの⼤学⽣活において⾃分なりに⾒つ
けていきたいと思います。３⼈もの偉⼤な先⽣の話を聞けるという、貴重な経験をさせていただきありがとうございました。

3⼈の先⽣がユーモアを交えてわかりやすくお話してくださったので、楽しく聞くことができた。全体を通して笑うことを重要な課題に挙げて
いたことが印象的だった。研究室でのつながりがこんなに強いものだとは知らなかったので研究室選びを慎重にしたいと思った。また今の薬学
部のメンバーを⼤切にしていきたいと思った。

③に回答したとおり、今回の講演は⾃分の将来について真⾯⽬に考える必要性を再確認するための良い機会となった。⾃分の好きなことを仕事
にする、というのは難しいことなのかもしれないが、私はまだまだそれを実現させる可能性を持っている。実際、私はまだ⼤学１年⽣だ。いつ
も「明⽇から本気出す」などとほざいて⾊々なことから⽬を背けていたが、本当に、本当に、今この瞬間から本気を出そうと思う。まずは、⾃
分は何が好きで、何に夢中になれるのかを真剣に考えたい。後悔しない⼈⽣を送れるよう、「腐ることの無い流れる⽔」になりたい。

進路の選択肢が広がったので⾮常に良かった。
時間設定など、⼀時間で区切って講義する⼈が変わったので、飽きることなく聞くことができた。
今回の講演は、⾃分の将来を考えるうえで参考になりました。そして、研究にも少し興味がわきました。どのような発想で薬の開発をすすめた
のかもう少しほかにも話を聞いてみたいと思いました。

講演会ときいて、研究のお話かと思っていたんですが、先⽣⽅の今までについての内容が多く、笑ったりしながら楽しく聞くことができまし
た。来ていただいてありがとうございました。

今回の話を聞いて、⼤変だろうけど⾃分のやりたいことをやり抜けば成果の得られる「研究」も⾯⽩そうな世界であると感じた。今後の進路を
決めるうえでの参考にしたいと思った。



聞かせてもらったお話はおもしろく、興味が持てたので、聞きやすかった。様々⼈の考えを聞くと、為になるので、また聞きたい。
薬学部卒業者には全員国家試験の資格を与えるべき。
今回の講演会の先⽣は皆様ユーモアにあふれていて、最初から最後までとても楽しく拝聴させていただきました。今後もこのような機会があれ
ば幸いです。今回は素晴らしい講演会をありがとうございます。

徳島⼤学ではない⼤学の先⽣のお話が聞けるのは、とてもよい機会だと思う。研究内容の話は難しくてよくわからなかったが、⼭あり⾕ありの
⼈⽣の話はすごく興味深かった。アメリカやカナダなど、外国でも活躍できるなんてすごいと思った。これから研究室に⼊ったり、仕事に就い
たりした時、⾟いこともたくさんあると思うが、楽しさを⾒出して笑って頑張っていきたいと思う。

三⼈の講師の⽅々の半⽣を聞くことができて、とても勉強になりました。私は将来のことについて明確な⽬標はありませんが、講師の⽅々のよ
うに様々な経験をしてのやりたいことを⾒つけ、やりたいことができる⼈になりたいと思いました。また、学部の友⼈は⼀⽣ものだからたくさ
ん友⼈は作ったほうが良いとおっしゃっていましたが、私は限られた友⼈としか付き合っていないので、これからは交友関係を広げ、⾃分を変
えていきたいと感じました。これからは学⽣の間でしか体験できないことをたくさんしていきたいです。

最後の「笑顔を⼤切に、よいしょして、友好関係を築く」というメッセージはこれから薬学に携わる者として、深く胸に刻んでおきたいと思い
ました。
今後勉強をして、するどい直感を磨いていかないといけないなと感じた。
これからを考えるいい機会になってよかった。
様々な経験を聞くことができて卒業後の進路の幅が広がりもっといろいろな事に挑戦してみたいと思った。そのために幅広い知識や英語が重要
だと感じ⾃分の将来のためにも積極的に勉強しようと思った。

先⽣のおっしゃった通り、今までに出会うことのできた⼈との縁は貴重なもので、⼤切にするべきだと、今までの経験からやっと理解すること
ができています。先⽣のように、信頼できる友⼈を⼤切にしていこうと改めて思いました。

ここまで素晴らしい経歴の⽅々のお話を聞く機会は何度あってもいいと思うので今回の講義は⾮常にためになりました。ありがとうございまし
た。

毎⽇明るく⽣きていきたいです。

⾃分の将来がまだまだ⾒えないままただ勉強する毎⽇を過ごしていて、たまにつらくなっていましたが、今⽇の講演会を聞いて今はこれでもい
いのかなと思いました。これから⽣きていく中でいいことも悪いこともたくさん起きる中で、⾃分の⽣き⽅を模索していくことが⼤事なのだと
思いました。今回は有機化学の研究室の講師の⽅ばかりでしたが、その⽅⾯の話しに偏ることなく⼈⽣の経験談を踏まえて語ってくださったの
で、創薬に興味がない私にも楽しく話を聞くことが出来ました。貴重なお話をありがとうございました。

今回の様々な経験を積んだ先⽣⽅の講演を今後⾃分の進路を考えていくうえで参考にできればと思う。
今回、三名の教授から勉強だけでなく⼈⽣そのものについても貴重なお話を聞くことができ、今後に活かしていきたいと思います。ありがとう
ございました。

今後薬学の専⾨的な勉強を進めていく中で⾃分がどのようなことに強く興味を持つかはまだ分からないが、先⼊観に任せて視野を狭めてしまう
のではなく広い視野を持って考えていきたいと思った。また、⾃分がどのような道に進むことになっても物事を悪くばかりとらえることなく笑
顔を⼤切にしていきたいと思う。

難しい内容ももちろんですが、冗談を交えながらだったので講演を聞くのがとても楽しかったです。⾃分から⾏動する⼤切さを学ぶことがで
き、講演会に来てよかったなと思いました。

今回の講演では、成功することばかりが良いことではなく、挫折した時にどう⾏動するかが⼤切だということを学びました。どの先⽣⽅も決し
てあきらめず、どの状況下でも⼈⽣を楽しんでいることに感動しました。そのような⽣き⽅をしてこられたのは厚い友情があってこそだと思い
ます。笑顔を⼤切にし、努⼒を怠らないことで信頼できる仲間を得て、⼈⽣を謳歌できればいいなと感じました。

普段の授業ではあまり聞けないお話しを聞くことができ、⾃分の考えの幅が広がったように思えます。

仕⽅ないのかもしれないが、就職で苦労しなかった話など今では考えられない話が多々あって、そういった話を今の就職難の時代における現実
的な視点でもっと聞きたいと感じた。

話⾃体は⼤変⾯⽩い内容であったが、⼀回分の講義として扱うのはどうかと思う。
１年の私たちにこういった講演を聴くことのできる機会はありがたいが、年末は避けてほしいと思った。

（意⾒）

薬剤師資格を持たずに研究職についていらっしゃる⼈のお話を聞いてみたいです。
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